
tDiary

“tDiary”の
「t」は、
“ただただし”の
「t」。



tDiary

なんで

「tBlog」
じゃないのか。



tDiary

ここで歴史の
お勉強。



tDiary

日本最古の
日記文学
「土佐日記」
ｂｙ 紀貫之
10世紀ごろ



tDiary

しかもネカマ。



tDiary

日本人は昔から
日記を公開する
のが好きだった



tDiary

時は下って
1994～5年ごろ
日本のWebに
公開日記登場



tDiary

新しい記事の
順に並ぶ
トップページ



tDiary

特定の話題へ
リンクできる
「段落アンカー」

→parmlink?



tDiary

refererをたどって
言及リンクを知る
ゆるやかな
コミュニケーション
→TrackBack?



tDiary

50を超える
Web日記
システムが
開発されている



tDiary

Web日記と
ウェブログは
独自発生、
並行進化
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2001年、
「tDiary」登場。

その特徴は



tDiary

金の匂いがしない



tDiary

「ツッコミ」という
ビルトイン掲示板



tDiary

“tDiary”の
「t」は、
“ツッコミ”の
「t」。



tDiary

refererを
読者に見せる
「本日のリンク元」

→TrackBack?



tDiary

テンプレートを
固定。
CSSを共有して
２００種もの
「テーマ」が公開



tDiary

携帯電話対応

国産のツールなら
当然の機能



tDiary

プラグインによる
拡張性。
記述言語は
もちろん
Ruby



tDiary

記述形式を
選べるスタイル。
Wiki、RD、はてな



tDiary

最近のトピック
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2004年6月、
tDiary 2.0.0公開。
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ウェブログ三種の
神器
➔TrackBack
➔ping
➔RSS feed
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国際化対応
●日本語
●英語
●中国語



tDiary

XML RPC実装
RSS feedチューン
などなど
まだまだ進化中。



tDiary

ツッコミは、
短く
鋭く
愛を込めて。


